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岩手県内におけるコムギ萎縮病及びコムギ縞萎縮病の発生
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1 は じ め に

昭和63年 4月 ,盛岡市,軽米町,紫波町のコムギ圃場に

おいて,モザイク,黄化,萎縮等の症状を呈する株が多数

発生 し,一般にはツボ状に発生 したが一部で圃場全面に発

生する場合があった。県下におけるコムギのウイルス病の

発生記録は古く,昭和22年に盛岡市においてJヒ地モザイク

病及びヨムギ縞萎縮病の発生が確認されている。本年発生

が認められた上記圃場でのコムギの症状は 4月 に比較的明

瞭なモザイク症状が観察されたが,気温の上昇とともに新

葉に生 じるモザイク症状は不明瞭になり5月 上旬には認め

られなくなった。コムギにおける発生状況及び病徴から,

本病はILE伝染性のコムギ縞萎縮病あるいはコムギ萎縮病

が考えられたので,病原ウイルスの同定を行うとともに収

量被害について調べた。

図 1 線状ウイルス (WYMV)の 粒子長分布

2試 験 方 法

各地より発病株を採集し,病葉汁液のダイレクトネガティ

プによる電顕観察 (2%― PTA液 ,pH7 0)に より病

原ウイルスの検出及び粒子形態の観察を行った。また,盛
岡市の東北農試圃場の罹病株については酵素免臓検定 (農

研センターウイルス病防除研究室に依頼 )に よってもウイ

ルスの検出をあわせて行った。コムギ数品種のコムギ萎縮

病及びコムギ縞萎縮病に対する反応の差異を明らかにする

ため,各罹病葉を接種源としてコムギ5品種及びオオムギ

2品種の各幼植物 (1～ 2葉期 )に カーボランダム法で汁

液接種を行い,接種後は 8～ 14℃下のガラス室内で70日 間

生育 した。収量調査は,盛岡市下厨川 (東北農試 ),軽米

町上尾田,及び同町山内のナンブコムギ圃場について実施

し,概ね健全な圃場を対照区,激発圃場を発病区とした。

3結 果 と 考 察

に)病原ウイルス : 電顕観察の結果,採集したコムギ

罹病葉から長さ275～ 300nmと 550～ 600nm付 近に粒子長

分布のビークをもつ屈曲性の線状のウイルス粒子 (図 1),
及び長さ■0～ 160nmと 300nm付近に粒子長3/●のビーク

をもつ棒状のウイルス粒子 (図 2)が検出された。以上

のワイルス粒子の形態及び酵素免疫検定の結果から,線

図2 棒状ウイルス (SBWM V)の粒子長分布

状のウイルスはコムギ縞萎縮 ゥイルス (Wheat Yellow

Mosaic Virus,WYMV)で あり,棒状のウイルスはム

ギ類萎縮ウイルス (SOil‐ borne Wheat MOsaic Virus,

SBWMV)であることが判明した。 したがって ,コ ムギ

縞萎縮病とコムギ萎縮病が県下に広 く発生 していることが

明らかになった (表 1)。 SBWMVで は電顕観察により

多数のウイルス粒子を容易に検出することができるが
,

WYMVでは観察されるウイルス粒子数が極めて少なく検

出が難 しいため,電顕観察でSBWMVを 検出した罹病株

についてもWYMVが 重複感染 している可能性があり,

WYMVの検定には酵素免疫学的方法が必要と考えられた。

12)品種の反応 : コムギとオオムギの数品種に対する

汁液接種試験の結果,SBWMVは コムギの 4品種 とオオ

ムギ1品種に,ま たWYMVは ヨムギの 5品種に感染 し
,

いずれも接種約50日後からモザイク病徴が生じた (表 2)。

しかし,各品種の感染率は最高で40%で ,品種によっては

感染しなかったものもあり,こ の接種試験結果から各品種

の抵抗性を判定することは困難であり,今後各品種の幼苗

検定を行う際には汁液接種法についても検討が必要と考え

られる。
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表 1 コムギ縞萎縮病及びコムギ萎縮病の発生確認状況 (昭和63年 )

発生 確認地 電
電凱観察

(DN法 )

酵素免疫検定
診 断 描 来

WYMV SBWMV
軽米町軽米 ナンプコムギ WYMV n ,) コムギ結萎縮病

″ 上尾田 SBWMV コ2ギ姜縮病

″  山内 SBWMV コムギ萎趙 tt

盛岡市下厨川赤平 ナンブコムギ WYMV キ コムギ綺妻綿病

″ 東安鷹 ナンブコムギ WYMV ■ コムギ縞姜縮
"SBWMV コムギ萎縮

"″
  l llヨ ヒロI ナンブコムギ WYMV コムギ縞姜縮

"ナンブコムギ SBllM V コムギを締

“紫渡町長岡 SBWMV コムギ萎縮

"

表 2 汁液接種試験結果

4/10*)
2/10
3/10
3/10
2/10
0/10
0/10 ‐

つ :n:未実施.+:陽 性反応  ― :陰性反応

注 *):感染個体数/接種個体数

13)コ ムギの収量被害 : 収量調査の結果,コ ムギ縞萎

縮病及びコムギ萎縮病のいずれの発病区においても穂数及

び千粒重の減少が認められ,対照区に対する発病区の収量

表3 コムギ縞萎縮病発生圃場

比 (子実重 )は コムギ縞萎縮病発病区で57%(表 3),ま
たコムギ萎縮病発病区で58%及び82%(表 4)に とどまり,

減収率はコムギ縞萎縮病で約40%,コ ムギ萎縮病で平均約

30%に達した。

斎藤ら2)及び井上
1)に よって,我が国に発生するコムギ

の上壌伝染性ウイルス病にはコムギ縞萎縮病とコムギ萎縮

病の 2種類があることが明らかにされ,ま た盛岡市周辺圃

場からこれらの病原ウイルスが分離されたとする報告はあ

るが,盛岡市以外の岩手県内における発生状況については

全く不明であった。しかし,今回の調査によって 2種のウ

イルスが県下に広 く発生 していることが明らかになった。

これらのウイルスは上壌中の純寄生菌であるPo″れ″ α

gramtλおによって伝搬されることが明ら力ヽ こされており,

(東北農試)における収量調査結果
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コムギの連作等によりP gramjル 歯菌の土壌中密度が増加

したことが本病の発生拡大の一因になったと考えられる。

したがって,岩手県以外の東北地域においても本病の発生

動向に今後注意が必要と考えられた。

4摘   要

昭和63年 4月 ,岩手県盛岡市,軽米町,紫波町のコムギ

圃場において,土壌伝染性のコムギ縞萎縮病及びコムギ萎

縮病の発生を確認 した。これらによるコムギの減収率は20

～40%に達した。今回の調査で本病が県下に広く発生 して

いることが明らかになったので,今後の発生動向に注意が

必要と考えられた。
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表4 コムギ萎縮病発生回場 (軽米町)に おける収量調査結果
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